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４
月
以
降
全
国
的
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性

者
が
減
少
傾
向
を
示
し
、
世
間

で
は
自
粛
か
ら
再
開
へ
の
機
運

が
高
ま
っ
て
き
た
が
、
決
し
て

収
束
局
面
に
移
行
し
た
と
は
言

い
切
れ
ず
、
本
年
度
の
総
会
も

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
出
席

者
を
絞
っ
て
の
開
催
と
な
っ

た
。
当
日
は
理
事
長
、
副
理
事

長
等
三
役
が
対
面
出
席
し
他
の

会
員
は
書
面
及
び
代
理
出
席
の

形
を
と
り
、
提
出
さ
れ
た
書
面

決
議
書
を
踏
ま
え
て
審
議
が
行

わ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
第
１
号
議
案
・

令
和
３
年
度
事
業
報
告
、
第
２

号
議
案
・
令
和
３
年
度
収
支
決

算
報
告
及
び
余
剰
金
処
分
案
・

監
査
報
告
、
第
３
号
議
案
・
令

和
４
年
度
事
業
計
画
案
、
第
４

号
議
案
・
令
和
４
年
度
収
支
予

算
案
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び

徴
収
方
法
案
等
11
議
案
が
審
議

承
認
さ
れ
た
。

　

第
１
号
議
案
の
事
業
報
告
で

は
、
組
合
の
柱
の
事
業
で
あ
る

資
材
の
共
同
購
入
に
つ
い
て
、

組
合
員
各
位
の
協
力
を
得
て
売

り
上
げ
が
１
，
１
４
０
万
円

ま
で
回
復
し
、
今
年
度
は
１
，

６
０
０
万
円
を
売
り
上
げ
目
標

に
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
組
合
事

業
に
つ
い
て
も
徐
々
に
自
粛
か

ら
再
開
へ
と
考
え
て
お
り
、
令

和
２
年
度
か
ら
中
止
と
な
っ
て

い
た
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
を
６
月

に
開
催
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ

た
。

【
決
議
さ
れ
た
議
案
】

第
１
号
議
案　

令
和
３
年
度
事

業
報
告

第
２
号
議
案　

令
和
３
年
度
収

支
決
算
報
告
並
び
に
余
剰
金
処

分
（
案
）

第
３
号
議
案　

令
和
４
年
度
事

業
計
画
（
案
）

第
４
号
議
案　

令
和
４
年
度
収

支
予
算
（
案
）

並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収

方
法
（
案
）

第
５
号
議
案　

出
資
引
受
標
準

口
数
（
案
）

第
６
号
議
案　

借
入
金
最
高
限

度
額
（
案
）

第
７
号
議
案　

手
数
料
最
高
限

度
額
（
案
）

第
８
号
議
案　

賦
課
金
据
え
置

き
の
（
案
）

第
９
号
議
案　

役
員
報
酬
決
定

（
案
）

第
10
号
議
案　

労
働
保
険
事
務

組
合
令
和
３
年
度
収
支
決
算
報

告第
11
号
議
案　

総
会
の
決
議
文

中
監
督
官
庁
の
指
示
に
よ
る
字

句
の
修
正
を
理
事
長
に
一
任
す

る
（
案
）

　

ま
た
、
承
認
さ
れ
た
令
和
４

年
度
事
業
計
画
は
次
の
と
お

り
。

一
．
組
合
の
取
り
扱
う
資
材
、

そ
の
他
購
買
斡
旋
及
び
共
同
購

入
事
業

二
．
組
合
員
及
び
従
業
員
の
厚

生
に
関
す
る
諸
施
策
及
び
事
務

代
行
事
業
（
健
康
保
険
・
労
災

保
険
等
の
取
扱
い
事
務
等
）

三
．
事
業
主
等
の
諸
届
け
・
申

請
等
に
関
す
る
諸
施
策
及
び

事
務
代
行
事
業

四
．
組
合
内
の
工
事
の
受
注
斡

旋
及
び
施
工
の
指
導
に
関
す
る

事
業

五
．
機
関
誌
（
東
タ
煉
協
報
）

の
発
行
及
び
従
業
員
の
表
彰
及

び
顕
彰
に
関
す
る
事
業

六
．
資
金
の
貸
し
付
け
指
導
に

関
す
る
事
業

七
．
経
営
、
技
術
、
経
理
、
渉

外
等
の
研
究
相
談
指
導

八
．
技
術
者
の
養
成
、
労
働
力

の
確
保
、
労
務
管
理
の
改
善
指

導九
．
組
合
員
及
び
従
業
員
の
為

に
す
る
講
演
会
、
講
習
会
、
見

学
会
の
開
催

十
．
組
織
の
強
化
拡
充

十
一
．
そ
の
他
企
業
の
た
め
に

必
要
と
認
め
ら
れ
る
諸
施
策

令
和
４
年
度

　

第
64
回
通
常
総
会

　

今
年
度
も
縮
小
開
催

東京都タイル煉瓦工事工業協
同組合はタイル工事の需要喚
起と適正価格（値戻し）のた
めに努力します。
　１．タイルは住環境を豊かにします。
　２．高品質確保のために適正価格を求め
　　　ます。

若い
技能工の育成を！
輝く未来へ

協同組合

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合
の

令
和
４
年
度
第
64
回
通
常
総
会
を
６
月
13
日
（
月
）
に

組
合
事
務
所
会
議
室
に
て
開
催
し
た
。

　

今
年
の
梅
雨
は
、
梅
雨
入
り

宣
言
が
あ
っ
た
か
と
思
っ
た
ら

梅
雨
明
け
、
東
京
は
９
日
間
連

続
の
猛
暑
日
が
つ
づ
き
ま
し
た
。

６
月
と
し
て
は
11
年
ぶ
り
ま
た

９
日
連
続
は
過
去
最
長
の
記
録

だ
そ
う
で
す
。
熱
中
症
患
者
の

急
増
が
大
変
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
６
月
の
梅
雨
入
り
後

ま
だ
間
も
な
い
10
日
（
金
）、
南

総
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
「
第

91
回
東
タ
協
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

19
名
で
し
た
。

　

当
組
合
の
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

は
年
２
回
の
ペ
ー
ス
で
毎
年
春

と
秋
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
１
年
11
月
に
開
催
し
た
第

90
回
大
会
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

の
観
点
か
ら
開
催
を
自
粛
し
て

き
ま
し
た
。
２
年
７
ヶ
月
ぶ
り

の
開
催
で
す
。

　

今
回
の
会
場
南
総
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
温
暖
な
房
総

の
丘
陵
地
が
広
が
る
36
コ
ー
ス

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス
で

す
。
各
ホ
ー
ル
は
林
や
小
高
い

丘
に
完
全
に
セ
パ
レ
ー
ト
さ
れ

て
お
り
、
東
コ
ー
ス
は
起
伏
の

あ
る
ホ
ー
ル
が
あ
る
か
と
思
え

ば
、
全
く
フ
ラ
ッ
ト
な
ホ
ー
ル

あ
り
、
池
越
え
あ
り
の
池
や
谷
、

林
な
ど
の
地
形
を
活
か
し
た
変

化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン

に
な
っ
て
い
ま
す
。
紹
介
者
は

澄
川
さ
ん
で
す
。

　

当
日
は
、前
日
の
雨
と
は
う
っ

て
か
わ
り
、
と
て
も
天
気
が
良

く
、
ま
た
暑
く
も
な
く
の
最
高

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

参
加
予
定
は
20
名
で
し
た
が
、

１
名
が
朝
ゴ
ル
フ
場
に
向
け
出

発
し
よ
う
と
し
た
ら
、
な
ん
と

車
が
盗
難
に
、
や
む
な
く
欠
席

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

初
参
加
は
、
㈱
平
田
タ
イ
ル

の
元
川
さ
ん
、
タ
イ
ル
メ
ン
ト

の
山
口
さ
ん
・
針
生
さ
ん
、
ダ

イ
ナ
ワ
ン
の
松
本
さ
ん
、
ひ
か

り
工
芸
の
林
さ
ん
で
す
。

　

今
回
、
理
事
長
、
副
理
事
長

が
欠
席
だ
っ
た
た
め
プ
レ
ー
終

了
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
澄

川
さ
ん
に
ご
挨
拶
を
お
願
い
し
、

し
ば
し
歓
談
の
後
成
績
発
表
と

な
り
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、
和
田
タ
イ
ル
の
和

田
さ
ん
。
周
囲
の
期
待
に
や
っ

と
応
え
て
の
優
勝
で
し
た
。
準

優
勝
は
㈱
誠
の
吉
牟
田
さ
ん
、

な
ん
と
最
終
ホ
ー
ル
12
も
た
た

い
て
し
ま
い
２
打
差
で
優
勝
を

逃
し
て
し
ま
し
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
準
優
勝
と
は
見
事
で
し
た
。

　

中
締
め
を
突
川
さ
ん
に
お
願

い
し
て
、
無
事
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
参
加
頂

き
、
ま
た
ご
協
賛
い
た
だ
い
た

メ
ー
カ
ー
・
商
社
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
か
な
か
収
束
を
見
せ
な
い

コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
世
の
中
は

徐
々
に
自
粛
か
ら
再
開
へ
と
舵

を
切
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
厚
生

部
と
し
て
は
今
後
も
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
等
懇
親
を
図
る
催
し
を
企

画
し
情
報
交
換
や
親
睦
を
図
っ

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
は
秋

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
を
お
願
い
致
し

ま
す
。　

厚
生
・
組
織
部
長　

　

山
下
大
樹
郎　

記

パーティーの様子

参加者の皆さん

連日の猛暑、今年の夏は特に熱中症に注意
適切な予防対策を！

　今年の夏は異例の暑さがつづき、熱中症患者の急増
が心配されています。
　毎年、夏に集中して熱中症が発生していますが、昨年
の熱中症による死傷者数は全産業で５４７人、うち２０人
の方が亡くなっています。このうち建設業は１２８人で死
亡者が１１人と全産業中最多の数字となっています。近
年、気候変動で猛暑が続き、過去１０年間（２０１２～
２０２１年）の発生状況をみると、全産業では年平均で
６３８人、死亡者は２１人となっており、直近３か年にお
ける死傷者数は、過去１０年間の３６，６％を占めていま
す。また、過去５年間（２０１７～２０２１年）の業種別熱
中症の死傷者数、死亡者数とも建設業が最多となってい
ます。
　熱中症に対しては、正しい知識と適切な予防対策や
応急処置が必要です。
観測史上最速の梅雨明け、今年の夏は近年にない猛暑
がつづいています。予防のポイントを抑え、熱中症の予
防対策を徹底し、今年の夏も元気に乗り切って下さい。

第
91
回
東
タ
協
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
10
日
（
金
）２
年
７
ヶ
月
ぶ
り
に
開
催

優勝の和田氏
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６
月
16
日
（
木)

西
巣
鴨｢

成
光
園｣

に
て
、
支
部
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
㈱
タ
イ
ル
メ

ン
ト
の
高
橋
様
も
ゲ
ス
ト
参
加

●
豊
島
支
部

で
、
参
加
者
は
10
名
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
も

解
除
さ
れ
た
と
は
言
え
、
安
心

で
き
る
状
況

で
は
な
い
で

す
が
、
現
状

の
情
報
交
換

を
す
る
た
め
、

集
合
時
間
を

早
め
、
時
短

で
開
催
に
踏

み
切
り
ま
し

た
。

　

今
月
の
話

題
は
、
豊
島

支
部
に
新
メ

ン
バ
ー
が
入

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
事
長
　
瀧
山
　
有
二

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
副
理
事
長
　
葭
原
　
隆
雄

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
副
理
事
長
　
上
島
　
康
秀

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

総
務
・
経
理
部
長
　
堀
越
　
孝
志

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

事
業
・
広
報
部
長

伊
藤
　
徹

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

資
材
・
技
術
部
長

澄
川
　
孝
美

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

厚
生
・
組
織
部
長

山
下
大
樹
郎

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
　
事
　
狩
野
　
明
彦

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
　
事

突
川
　
雄
太

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
　
事
　
戸
村
　
直
樹

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
　
事

土
屋
　
　
浩

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
　
事
　
松
本
　
洋
一

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
　
事

中
川
　
雅
一

令
和
４
年
６
月
支
部
会
報
告

　

緑
か
お
る
季
節
が
訪
れ
た
５

月
17
日
（
火
）、
品
川
プ
リ
ン

ス
内
の
「
味
街
道
・
五
十
三

次
」
に
お
い
て
、
ゲ
ス
ト
を
含

む
10
名
参
加
で
支
部
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
支
部
会
と
し
て

は
、
２
０
２
０
年
２
月
以
来
２

年
３
ヶ
月
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
２
年
前
の
当
時
を
振

り
返
る
と
、
横
浜
港
に
停
泊
し

た
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
の
船
内
で

多
数
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
大

騒
ぎ
と
な
っ
た
も
の
の
、
市
中

に
は
ま
だ
さ
ほ
ど
感
染
が
広
が

り
を
見
せ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
世

間
に
は
落
ち
着
き
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
何
度
か
有

志
に
よ
る
集
ま
り
は
あ
っ
た
の

で
す
が
、
２
０
２
０
年
４
月
の

緊
急
事
態
宣
言
発
令
後
、
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
人
が
多
く
集

ま
る
こ
と
や
多
人
数
で
の
飲
み

会
等
の
自
粛
が
求
め
ら
れ
て
か

ら
、
公
式
な
支
部
会
と
し
て
は

今
回
が
初
で
す
。
久
し
ぶ
り
に

顔
を
合
わ
せ
た
方
も
多
く
あ
っ

た
だ
け
に
、
久
し
ぶ
り
の
再
開

話
も
弾
み
と
て
も
良
い
情
報
交

換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
時
間
ほ
ど
の
支
部
会
で
し

た
が
、
ま
た
、
次
回
も
開
催
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
暫
く
個
人
レ
ベ

ル
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
予
防
対
策
を
心
が

け
て
い
け
ば
、
私
た
ち
の
生
活

も
元
に
近
づ
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

記
・
松
本
洋
一

●
品
川
・
太
田
支
部

２
年
３
ヶ
月
ぶ
り　

支
部
会
を
開
催

り
ま
し
た
。
東
洋
工
芸
㈱
さ
ん

で
す
。
こ
の
度
、
豊
島
支
部
正

式
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し

た
。
東
洋
工
芸
㈱
さ
ん
は
、
東

京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協

同
組
合
の
賛
助
会
員
で
も
あ
り

ま
す
が
、
佐
藤
社
長
の
意
識
も

高
く
、
工
事
に
も
力
を
入
れ
た

い
そ
う
で
す
。
東
洋
工
芸
㈱
さ

ん
は
タ
イ
ル
加
工
が
メ
イ
ン
に

な
り
ま
す
の
で
、
他
支
部
の
皆

さ
ん
も
お
願
い
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
と
、
世
の
中
も
安
心
で
き

る
状
況
に
な
っ
た
ら
、
支
部
旅

行
も
計
画
す
る
話
が
で
ま
し

た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
豊
島
支

部
の
メ
ン
バ
ー
達
は
、
工
事
の

方
で
大
き
な
影
響
は
出
て
い
な

い
模
様
で
し
た
。
現
在
は
終
息

を
待
つ
し
か
出
来
な
い
状
況
で

す
が
、
引
き
続
き
感
染
予
防
に

気
を
付
け
て
、
来
月
も
開
催
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

堀
越
孝
志　

記

日
本
の
百
人

☆
北
条
政
子　

1157

~1225

　

尼
将
軍
と
し
て
鎌
倉
幕
府
を
支
え
た
頼

朝
の
正
妻
。

☆
源
義
経　

1159

~1189

　

幼
名
牛
若
丸
で
知
ら
れ
る
悲
劇
の
運
命

を
た
ど
っ
た
源
氏
の
武
将
。

☆
後
鳥
羽
天
皇　

1180

~1239

　

幕
府
か
ら
の
政
権
奪
回
に
失
敗
し
隠
岐

に
配
流
さ
れ
た
悲
運
の
天
皇
。

☆
親
鸞　

1173

~1262

　

悪
人
正
機
説
を
説
い
た
浄
土
真
宗
の
開

祖
。

☆
北
条
時
宗　

1251

~1284

　

二
度
に
わ
た
る
元
軍
の
襲
来
を
退
け
た

鎌
倉
幕
府
第
八
代
執
権
。

☆
後
醍
醐
天
皇　

1288

~1339

　

鎌
倉
幕
府
滅
亡
に
よ
り
天
皇
親
政
の
悲

願
を
実
現
し
た
天
皇
。

☆
足
利
尊
氏　

1305

~1358

　

建
武
の
新
政
後
、
天
皇
に
叛
意
し
た
室

町
幕
府
初
代
将
軍
。
逆
臣
か
英
雄
か
？
動

乱
を
制
し
た
初
代
将
軍
。

☆
世
阿
弥　

1363

~1443

　

能
楽
の
芸
術
性
を
高
め
、
観
世
流
を
大

成
し
た
能
楽
者
。

☆
足
利
義
正　

1436

~1490

　

銀
閣
寺
を
建
立
し
東
山
文
化
を
育
ん
だ

室
町
幕
府
第
八
代
将
軍
。

☆
雪
舟　

1420

~1506

　

数
多
く
の
水
墨
画
の
対
策
を
残
し
た
画

僧
。

☆
太
田
道
灌　

1432

~1486

　

軍
法
師
範
を
称
さ
れ
、
江
戸
城
を
築
い

た
武
将
。

☆
北
条
早
雲　

1432

~1519

　

相
模
を
平
定
し
、
小
田
原
の
地
に
後
北

条
氏
の
基
礎
を
築
い
た
戦
国
武
将
。

☆
毛
利
元
就　

1497

~1571

　
「
三
本
の
矢
」
の
故
事
で
知
ら
れ
る
中

国
地
方
の
戦
国
大
名
。

☆
今
川
義
元　

1519

~1560

　

桶
狭
間
の
戦
い
で
信
長
に
討
た
れ
た
東

海
地
方
の
戦
国
武
将
。

☆
織
田
信
長　

1534

~1582

　

天
下
統
一
の
夢
半
ば
で
散
っ
た
戦
国
の

革
命
児
。

☆
武
田
信
玄　

1521

~1573

　

甲
斐
の
寅
と
恐
れ
ら
れ
た
戦
国
大
名
。

信
長
も
恐
れ
た
甲
斐
の
大
虎
。

☆
大
友
宗
麟　

1530

~1587

　

南
蛮
貿
易
を
盛
ん
に
行
っ
た
北
九
州
の

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
。

☆
千
利
休　

1522

~1591

　

信
長
・
秀
吉
の
寵
愛
を
受
け
茶
道
を
大

成
し
た
安
土
桃
山
時
代
の
茶
人
。

☆
豊
臣
秀
吉　

1537

~1598

　

信
長
亡
き
後
、
天
下
統
一
を
成
し
遂
げ

た
関
白
。
農
民
か
ら
大
出
世
！
サ
ル
と
呼

ば
れ
た
太
閤
。

☆
明
智
光
秀　

1526

？
~1582

　

信
長
に
謀
反
し
豊
臣
秀
吉
に
滅
ぼ
さ
れ

た
信
長
の
重
臣
。

☆
前
田
利
家　

1538
~1599

　

信
長
に
仕
え
、
秀
吉
の
も
と
で
は
大
老

と
し
て
活
躍
し
た
武
将
。

☆
徳
川
家
康　

1542

~1616

　

信
長
・
秀
吉
の
統
一
事
業
を
完
成
さ
せ

江
戸
幕
府
初
代
将
軍
。

☆
石
田
三
成　

1560

~1600

　

豊
臣
政
権
の
中
枢
を
担
う
も
関
ケ
原
で

家
康
に
敗
れ
た
秀
吉
の
重
臣
。

☆
山
内
一
豊
の
妻　

1557

~1617

　

夫
一
豊
の
活
躍
を
内
助
の
功
で
支
え
た

妻
（
千
代
）。

☆
真
田
幸
村　

1567

~1615

　

豊
臣
家
の
家
臣
と
し
て
大
阪
の
陣
で
家

康
を
追
い
詰
め
た
武
将
。

☆
伊
達
政
宗　

1567

~1636

　

関
ケ
原
、
大
坂
の
陣
で
功
を
立
て
た
独

眼
竜
で
知
ら
れ
る
東
北
地
方
の
戦
国
大
名
。

☆
徳
川
家
光　

1604

~1651

　

徳
川
長
期
政
権
の
基
礎
を
築
い
た
江
戸

幕
府
第
三
代
将
軍
。

☆
天
草
四
郎　

1621

~1638

　

天
草
の
乱
の
指
導
者
と
な
っ
た
キ
リ
シ

タ
ン
。

☆
徳
川
綱
吉　

1646

~1709

　

犬
公
方
と
あ
だ
名
さ
れ
た
江
戸
幕
府
第

五
代
将
軍
。

☆
松
尾
芭
蕉　

1644

~1694
　

蕉
風
俳
諧
を
確
立
し
、﹃
奥
の
細
道
﹄

な
ど
の
名
作
を
残
し
た
俳
人
。
人
生
を
旅

し
た
俳
聖
。

☆
近
松
門
左
衛
門　

1653

~1724

　

日
本
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
も
呼
ば
れ

る
元
禄
期
の
人
形
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
作
者
。

☆
徳
川
吉
宗　

1684
~1751

　

米
商
人
と
呼
ば
れ
た
江
戸
幕
府
第
八
代

将
軍
。
大
改
革
を
断
行
し
た
暴
れ
ん
坊
将

軍
。

コ
ラ
ム

時
の
流
れ
︑
徒
然
に
書
き
留
め
た
言
葉　

第
六
弾

 
 

 

永
井
タ
イ
ル
代
表　

東
タ
協
顧
問

永
井　

博

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
永
井
　
博
氏
（
永
井
タ
イ
ル
工
業
㈱
・
元
東
タ

協
理
事
長
）が
日
常
の
徒
然
に
書
き
留
め
た
言
葉
・
文
書
を
紹
介
し
ま
す
。
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で
し
た
が
…
…
。

　
「
簀
立
」
と
は
、
干
潟
に
木
、

タ
ケ
、
ヨ
シ
な
ど
で
簀
を
編
み
、

杭
を
た
て
て
仕
掛
け
、
引
き
潮

時
に
逃
げ
遅
れ
た
魚
を
捕
ま
え

る
東
京
湾
に
伝
わ
る
伝
統
漁
法

で
す
。
屋
形
船
に
乗
っ
て
素
手

や
手
網
で
捕
ま
え
た
江
戸
前
の

新
鮮
な
魚
や
カ
ニ
・
ア
サ
リ
等

を
そ
の
場
で
食
べ
ら
れ
る
、
こ

ん
な
贅
沢
な
遊
び
で
す
。
酒
飲

み
の
お
父
さ
ん
の
み
な
ら
ず
女

性
や
お
子
さ
ん
も
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
近
年
、
千
葉
県

タ
イ
ル
住
器
工
事
組
合
で
は
近

隣
の
友
誼
団
体
に
も
声
を
か
け

て
い
て
、
他
組
合
か
ら
毎
回
家

族
連
れ
で
参
加
さ
れ
る
方
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
私
堀
越
も
そ

の
中
の
一
人
で
す
が
、
今
回
は

埼
玉
の
中　

理
事
長
、
西
島
副

理
事
長
ご
夫
妻
、
東
タ
築
の

佐
瀬
氏
が
家
族
連
れ
で
参
加

し
、
参
加
者
は
総
勢
３
０
名
ほ

ど
、
季
節
柄
心
配
さ
れ
た
天
気

も
上
々
、
暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
、

海
上
で
の
水
遊
び
に
は
最
適
の

天
気
で
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
今
思
う
と
、
こ
の
日

か
ら
一
週
間
後
は
40
度
に
迫
る

猛
暑
、
肌
は
焼
け
熱
中
症
に
な

り
か
ね
な
い
天
候
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
大
き
い
魚
を
採

り
、
潮
が
引
い
た
干
潟
で
貝
採

り
に
夢
中
に
な
り
、
一
日
満
足
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新
小
岩
の
組
合
事
務
所
か
ら

平
成
11
年
４
月
に
移
転
し
依
頼

23
年
間
、
墨
田
区
石
原
の
「
本

所
建
設
会
館
２
階
」
に
構
え
て

き
た
組
合
事
務
所
が
、
本
所
建

設
会
館
の
老
朽
化
に
よ
る
建
て

替
え
で
移
転
す
る
こ
と
に
な

り
、
５
月
に
引
っ
越
し
を
行
い

ま
し
た
。

　

移
転
先
は
、
墨
田
区
両
国
４

丁
目
清
澄
通
り
沿
い
に
あ
る
、

ラ
ウ
ン
ド
ビ
ル
６
階
。
本
所
建

設
会
館
は
古
い
建
物
で
し
た

が
、
温
か
く
親
し
み
の
湧
く
建

物
で
し
た
。
ラ
ウ
ン
ド
ビ
ル
は

地
上
９
階
建
て
で
１
９
９
４
年

１
月
竣
工
で
新
耐
震
基
準
も
満

た
し
て
い
る
本
所
建
設
会
館
よ

り
か
な
り
新
し
い
ビ
ル
で
す
。

部
屋
の
広
さ
は
約
16
坪
、
前
事

務
所
と
比
較
す
る
と
11
坪
程
狭

く
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
ま
っ
た
明
る
く
清
潔

感
の
あ
る
使
い
や
す
い
事
務
所

で
す
。
会
議
室
も
併
設
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
組
合

事
務
所
で
理
事
会
や
講
習
会
な

ど
の
開
催
も
可
能
で
す
。
ま
た
、

会
議
室
の
正
面
に
は
歴
代
理
事

長
の
写
真
が
掲
額
さ
れ
て
お
り

組
合
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
本
事
務
所
は
昭
和
47
年
１

月
、
新
小
岩
に
組
合
事
務
所
を

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所
を
両
国
に
移
転

令
和
４
年
度
通
常
総
会
で
お
披
露
目

東
タ
協　

堀
越
孝
志
・
コ
ラ
ム

千
葉
県
タ
イ
ル
住
器
工
事
組
合
の

「
簀
立
会
」
に
参
加
し
て

　

６
月
18
日
、
千
葉
県
タ
イ
ル

什
器
工
事
組
合
さ
ん
（
綱
嶋
茂

信
組
合
長
）
の
行
事
に
お
邪
魔

し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
タ
イ
ル
什
器
工
事
組

合
さ
ん
は
、
毎
年
こ
の
時
期

に
、
組
合
員
の
懇
親
の
場
と
し

て
簀
立
て
遊
び
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
、
一
昨
年
、

昨
年
と
開
催
を
見
合
わ
せ
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
、
春
以

降
、
コ
ロ
ナ
の
自
粛
環
境
が
大

幅
に
緩
和
さ
れ
観
光
事
業
も
再

開
し
始
め
た
こ
と
か
ら
３
年
ぶ

り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し

参
加
者
の
検
温
や
体
調
チ
ェ
ッ

ク
、
ま
た
、
捕
っ
た
魚
を
そ
の

場
で
食
べ
ず
に
持
ち
帰
り
を
し

た
り
、
食
事
を
お
弁
当
に
し
た

り
と
工
夫
を
し
て
感
染
防
止
対

策
を
で
き
う
る
限
り
実
施
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
捕
れ
た
魚

を
そ
の
場
で
天
ぷ
ら
な
ど
に
し

て
食
べ
る
の
も
簀
立
の
醍
醐
味

な
の
で
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
残
念

開
設
し
て
か
ら
数
え
て
３
代
目

の
組
合
事
務
所
に
な
り
ま
す
。

　

交
通
ア
ク
セ
ス
は
、
Ｊ
Ｒ
中

央
・
総
武
線
／
両
国
駅
、
都
営

大
江
戸
線
／
両
国
駅
、
都
営
新

宿
線
／
森
下
駅
か
ら
徒
歩
６
分

か
ら
８
分
程
度
と
大
変
便
利
に

な
り
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
第
18
回
通
常
総

会
・
新
事
務
所
開
所
式
よ
り
】

　

新
事
務
所
へ
引
っ
越
し
た

早
々
の
５
月
28
日
（
土
）、
両

国
新
組
合
事
務
所
会
議
室
に
お

い
て
令
和
４
年
度
第
18
回
通
常

総
会
を
開
催
し
、
組
合
役
員
は

じ
め
多
数
の
参
列
を
得
ま
し

た
。
旧
事
務
所
よ
り
交
通
の
利

便
性
が
良
く
な
り
環
境
の
良
い

新
事
務
所
を
両
国
４
丁
目
に
開

設
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
本
総

い
く
遊
び
に
な
り
ま
し
た
。
小

さ
い
お
子
さ
ん
も
楽
し
め
ま
す

の
で
、
家
族
サ
ー
ビ
ス
に
も
お

薦
め
で
す
。
普
段
家
族
サ
ー
ビ

ス
を
欠
い
て
い
る
皆
さ
ん
是
非

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

不
肖
堀
越
、
次
回
も
ま
た
参

加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会議室

会
の
開
催
は
新
事
務
所
に
お
け

る
初
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
新
事
務
所
の
お
披
露
目
の

集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
森
井
政
明
理
事
長

が
議
長
を
務
め
進
行
さ
れ
、
令

和
3
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
、
令
和
4
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
、
令
和
3
年

度
労
働
保
険
事
務
組
合
事
業
報

告
・
共
済
会
収
支
報
告
な
ど
、

11
議
案
が
審
議
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
日
タ
煉
・
大

野
会
長
並
び
に
東
タ
協
・
瀧
山

理
事
長
を
お
迎
え
し
て
、
新
事

務
所
の
開
所
式
が
に
ぎ
に
ぎ
し

く
も
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
、
大

野
会
長
、
瀧
山
理
事
長
か
ら
暖

か
い
お
祝
い
の
お
言
葉
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
更
に
、
令
和
３
年

度
技
能
検
定
に
優
秀
な
成
績
で

合
格
し
た
関
澄
一
朗
氏
へ
の
日

タ
煉
会
長
表
彰
授
与
式
も
晴
れ

や
か
に
行
わ
れ
、
大
野
会
長
よ

り
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
収

束
す
る
兆
し
を
見
せ
て
い
る
も

の
の
、
感
染
防
止
対
策
に
万
全

を
期
す
る
た
め
、
参
加
者
を
制

限
し
、
メ
ー
カ
ー
・
商
社
を
お

招
き
す
る
の
は
控
え
る
こ
と
と

致
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
会

場
を
和
食
処
へ
移
し
て
の
親
し

く
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

気
心
の
知
れ
た
参
加
者
同
士
で

話
が
は
ず
み
、
大
変
な
盛
会
と

な
り
ま
し
た
。

参加者の皆さんとアクアラインを望んで簀立

魚
を
捕
る
様
子

千
葉
県
タ
イ
ル
・
綱
嶋
理
事
長

東
タ
築
・
佐
瀬
さ
ん
家
族

開所式　森井理事長・大野会長・瀧山理事長

技
能
検
定
優
秀
合
格
者
日
タ
煉
会
長
表
彰

ラウンドビル入口 ラウンドビル

歴代理事長の掲額写真

事務局

東タ煉協報26５号.indd   4東タ煉協報26５号.indd   4 2022/07/15   1:032022/07/15   1:03


